国際交流委員会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　報告　　　　　　　　　　　　　　委員長　 久保義弘
委　員　　　　荒田晶子、岡村康司、久保義弘、樽野陽幸、
當瀬規嗣、西田基宏、日比野浩、松岡達

報告事項　　委員会報告の形式から逸脱した箇所もあるが、今期等の国際交流活動について記す。
1. 過去数年間の活動の要約
過去のKOJACH（日中韓）シンポジウムを拡大して、FAOPS加盟国を相手国とした以下のシンポジウムを国際交流委員会として企画してきた。日中韓、日中（第90回、東京）、日中、日韓（第91回、鹿児島）、日中、日韓（第92回、神戸）、日中、日韓、（日Au）（第93回、札幌）、日中、日韓、日台（第94回、浜松）、日中、日韓、日台、日Au（第95回、高松）。企画は、すべて各国の生理学会と正式にコンタクトして進め、学会間の国際連携のためのパイプ構築に努めた。FAOPS2019に向けて、FAOPS各国との連携のパイプ構築に役割を果たすことができたのではないかと考えている。
2. 今期の活動の要約 
・ 新たに、荒田晶子（兵庫医科大学）、當瀬規嗣（札幌医科大学）、西田基宏（自然科学研究機構・生命創成探究センター（生理学研究所））の3氏を迎えて、今期の委員会を立ち上げた。
・　次大会となるFAOPS2019（第96回PSJ大会）では、大会そのものが国際的な活動であるため、国際交流委員会による独自企画は立案しなかった。
・ 岡村は、FAOPS2019のプログラム担当副大会長、かつ国際プログラム委員会 (ISPC) の委員長として、久保は、ISPCのメンバーとして、FAOPS2019の開催へ向けて、IPSCシンポジウム12個の応募と選定等のプログラム策定に携わった。
・ また、久保は、ＦＡＯＰＳ2019の国際広報委員長として、FAOPS加盟各国代表者、FAOPS理事、FAOPS ISPCメンバー、生理学会員からパイプを有する知人としてあげていただいた外国人（約190名）に対して、参加呼びかけ等を繰り返し行った。生理学会としての今後の国際交流活動の礎にもなると期待できる。
3．Europhysiology 2018

・ 英国生理学会、スカンジナビア生理学会、ドイツ生理学会、およびヨーロッパ生理学会連合の合同主催で、 Europhysiology 2018と題した生理科学の学会が、2018年9月14日-16日にロンドンにて開催された。事前に、日本生理学会員に対し、この会への参加を呼びかけるメールを送信した。委員会からは、岡村、松岡、久保が出席した。
・ スケールファクターを増して充実した学会大会にするための新しい試みであり、今後は、2020年にベルリンにて、2022年にコペンハーゲンにて開催が予定されている。ヨーロッパの多くの国の生理学会が協力して主催するIUPS2025を視野にいれた活動であると思われる。
4. 今後の期の活動の要約
日本生理学会大会における国際連携シンポジウム等の国際交流活動については、委員会にて、地域や視野を拡げて検討を行いたい。第97回大会（2020年3月17日-19日、別府） においては、2枠ないしは3枠の実施を軸に、大会事務局、学会執行部との相談を進めていきたいと考えている。
常任幹事会への提案（議事として諮りたいことをお書き下さい）　　　　無し
